
平成 31 年 1 月

令和 元 年度 令和 10 １０年間

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

※水道統計調査より算出

② 施　設　

％

③ 料　金

○水道基本料金及び超過料金（消費税別）

用途別

基本料金

無

④ 組　織

管理係 　損益勘定職員2名　一般非常勤事務補助職員１名

工務係 　損益勘定職員3名　

工務係
下水道
事業他

損益勘定職員1名

環境対策係

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

川南町

川南町水道事業

計 画 期 間 ：

5

○　環境水道課管理係及び工務係において、水道事業、簡易水道事業と飲料水供給施設に係る営農飲雑用水特別会計、漁業集落排水事業 （特別会計）、公共下
　水道事業（特別会計）を所管しています。
　　 水道事業については、事務職３名（課長を含む）、技術３名と一般非常勤事務補助職員１名の７名で運営しています。（内訳 ５０代 １名  ・４０代 ４名 ・３０代 ２名）

平 成 ６ 年 ４ 月 １ 日

～

管 路 延 長

水 源

　　４　～　  ３０

昭 和 ５ ０ 年 ４ 月 １ 日

　　０　～    　３

　３１　～　  ５０

使用水量区分
                           ㎥

供 用 開 始 年 月 日

㎥／日7,600

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適用

       １０１　～

９３０

川南町　　　　　　　　　　事業経営戦略

事業の現況

○　川南町の水道料金は、基本水量付基本料金と従量料金を設定しています。
     従量料金については段階別逓増料金としています。

（下記参考表）

258.22

千ｍ

料金改定年月日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 81.7

施 設 数

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

2

0.32

 　５１　～　１００

団 体 名 ：

計 画 給 水 人 口 16,000

現 在 給 水 人 口 14,735

○　なお、令和２年度に既存の掛迫簡易水道事業及び赤石飲料水供給施設を川南町水道事業に統合し、認可変更予定としています。経営戦略策定時点（平成
　３１年１月）での見込みを記載しています。

１５０

１６０

１９０

２６０

料金体系の 概要・考え方

超過料金
1㎥当たり

金額
　　　　　　　　　　　　円

施設能力（配水能力）

水道事業
管理者

（川南町長）

環境水道
課長

課長補佐

総括・下水
道事業他

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

水 道

1



（２）

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

○　経営比較分析表

　　　　　　　　１.経営の健全性・効率性について

経営に必要な経費を料金で
賄えていることを示していま
す。

*1　「広域化」とは、①事業統合、②経営の一体化、③管理の一体化、④施設の共同化をいい、それぞれの内容は以下のとおりである。
①経営主体も事業も一つに統合された形態、②経営主体は一つだか、認可上、事業は別の形態、③維持管理業務や総務系の事務処理などを共同実施あるいは共同委託等により実
施する形態、④浄水場、配水池、水質試験センターなどの施設を共同保有する形態

これまでの主な経営健全化の取組

○　検針業務・水質検査・休日施設点検・漏水調査等の業務を民間へ委託し、経営の効率化やコスト削減を図っています。
　総合窓口の民営化については、現在町長部局と一体的に検討中であり、引続き考察していきます。

○　広域化（*1）による事業統合、経営の一体化、管理の一体化、施設の共同化ついては、現在実施はありませんが、中部地区水道企業協議会において研修会を実
　施しています。
　　今後も他団体の事例や導入効果等を参考にしながら慎重に検討していくことが必要です。

下記、経営比較分析表のとおり（平成２８年度決算書より作成）

○　原状の課題として
　　　 近年、耐震化、災害対策や環境問題への対応などの事業実施の必要性が高まっていますが、給水収益増加につなげることは非常に困難で、必要財源や経験
     職員の確保が急務となっています。
    　 また、簡易水道事業の統合を令和２年度実施予定としており、直面する課題が山積しています。

　　　分析欄

①経常収支比率
経常費用が経常収益によっ
て賄われており、収支は健全
な状態にあります。

　１.経営の健全性・効率性について

②累積欠損比率

累積欠損金は無く、健全な経
営状態にあります。

短期債務に対する支払い能
力は確保されています。現在
更新工事平準化を実施して
おり、長期的な資金計画が検
討課題となっています。

③流動比率

④企業債残高

対給水収益比率

近年は建設改良費の財源を
企業債に頼らずに行ってきた
ことにより、償還に伴い割合
が減少しています。今後は、
施設更新に伴い比率の上昇
が予想されるため適切な投
資規模の把握が必要です。

⑤料金回収率

15,105 54.90 275.14

90.12 178.96

現在給水人口(人) 給水区域面積(km 2) 給水人口密度(人/km 2)

16,128

人口（人） 面積(km 2) 人口密度(人/km 2)

- 85.96 94.63 3,758

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置

宮崎県　川南町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報

1. 経営の健全性・効率性

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 132.42 124.39 124.37 130.99 133.75

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,108.94 857.78 443.40 758.34 757.49

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 135.34 125.39 116.81 105.17 94.44

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)
【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】
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1. 経営の健全性・効率性

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

■

－

【】
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　　　２.老朽化の状況について

⑦施設利用率

給水人口に対する配水能力
が低いため、平均値よりも高
い数値となっています。
今後の人口推移と水需要動
向を考慮する必要がありま
す。

⑧有収率

老朽管割合が高いため、有
収率は低い数値となっていま
す。
漏水調査や配水管更新によ
り維持管理強化の必要があ
ります。

①有形固定資産

減価償却率

②管路経年化率

H28年度より当管路(40年経
過)が発生しています。今後
は、更に管路の老朽化が進
むため、計画的な管路更新
が必須となっています。なお、
H29年度の管路経年化率は、
62.4%となる見込みです。

施設の老朽化の度合いを表
します。平均値と比較して高
く、固定資産の80.5%を占める
構築物の老朽化が進んでい
ます。また、14.2%を占める機
械及び装置については、耐
用年数が短期のものも多い
ため計画的な更新の必要が
あります。

⑥給水原価

水道事業では、平均値よりも
低い状況にあります。施設の
更新工事に備えるとともに、
費用効率を配慮した健全経
営を保持する必要がありま
す。

③管路更新率

管路更新(既存老朽管の更新
を含む)の平準化をH27年度
より実施し、機械・電気・計装
設備の計画的な更新と併せ
て長期的資金計画を策定中
です。

有形固定資産減価償
却率が平均値より高
く、今後も上昇する傾
向にあり施設の老朽
化が進んでいることを
示しています。また、
有収率が低く施設利
用率が高い原因は、
漏水等の無収水量が
多いことが考えられま
す。このため、漏水対
策と効率性を高める必
要があり、更新計画の
策定と安定 して水を
供給できる施設等の
構築が求められていま
す。現在、経営状況、
財政状況は比較的良
好ですが、今後は、老
朽化の進む施設・管路
の更新や耐震化等に
投資していく必要があ
ります。簡易水道事業
との経営統合について
も検討していくため、
更新計画に伴う財源
の確保や公平性が課
題となっています。

　　　全体総括

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 129.67 121.03 123.85 129.09 133.06

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 147.90 158.74 153.64 150.73 145.77

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 75.96 75.39 78.18 80.80 80.87

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 80.70 81.78 79.20 76.23 77.48

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)
【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】
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80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 147.90 158.74 153.64 150.73 145.77

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 75.96 75.39 78.18 80.80 80.87

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 80.70 81.78 79.20 76.23 77.48

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)
【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.16 0.16 3.94 1.13 0.74

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 49.75 49.89 56.21 57.26 57.62

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 49.34

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)
【47.91】 【15.00】 【0.76】

2. 老朽化の状況

「管路の経年化の状況」

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 49.34

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

②管路経年化率(％)
【15.00】

「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.16 0.16 3.94 1.13 0.74

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

③管路更新率(％)
【0.76】

3



２．将来の事業環境

（１）

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

14,709 14,598 14,187 14,012 13,835 13,662 13,487 13,305 13,124 12,940

統合前 164 162 160 158 156 154 152 150 148

14,709 14,762 14,349 14,172 13,993 13,818 13,641 13,457 13,274 13,088

（２）

（３）

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

333,525 332,320 326,047 325,289 322,125 319,705 315,499 312,034 308,588 305,921

333,525 336,226 329,894 329,088 325,876 323,419 319,157 315,646 312,155 309,453

料金収入の見通し

年度

○　令和２年度に簡易水道と上水道とのソフト統合を予定しており、今後は施設更新の必要があります。そのため、投資資金を確保するためには、将来の料金収入
　の見通しと併せて料金回収率の維持に努めます。
　
　　 料金収入については、直近３か年で微増となっていますが、将来的には人口減少に伴い減少すると見込まれます。
     平成２９年度の料金収入は、３４６，３８０千円であり、Ｈ２５年度から５．４１％増加しています。また、Ｈ２０年度と比較すると１．４３％増加しており今後は、給水人口
　 と併せて、施設等の大口水量使用者の使用水量の動向に注視が必要です。

旧簡易水道料金(千円)の予測
※消費税抜

3,799

給水人口の予測

○　平成２９年度の給水人口が１４，７３５人であり、減少傾向にあります。川南町「人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「川南町都市計画マスタープラン
　 ２０１６」では、将来人口減少は加速し、２０４０年には人口１２．１千人と推計され、これに伴い給水人口も減少すると見込んでいます。
　　将来給水人口は、川南町「人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略」を基礎数値とし、「川南町都市計画マスタープラン２０１６」の数値を参考に予測算出して
　 います。

※旧簡易水道給水人口の予測
　　　　　　　　　　　　　（人）

水道事業給水人口の予測
　　　　　　　　　　　　　（人）

年度

○　川南町水道事業の平成２９年度の年間有収水量は１７６９．５２千㎥で、将来的には人口減少や節水型社会の進展により水需要が減少すると予想されます。
　　 将来の水需要の予測については、次のとおり算出しています。

計

水需要の予測

　①　直近３か年平均により増減率を算出し、町民一人当たり有収水量／日の推計を実施しました。
　②　予測される給水人口に①で推計した町民一人当たり有収水量／日と年間日数を乗じて有収水量／年を算出しています。
　③　工場、病院などの大口水量使用者（以下「大口水量使用者」という。）の直近４か年平均により増減率を算出し、人口減少による有収水量減少量が大口水量
　　使用者へ推移すると予測しています。

水道料金　計

3,567 3,5323,906 3,751

水道料金（千円）の予測
※消費税抜

3,714 3,658 3,6123,847統合前

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

年 度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11

年間有収水量 1,717,728 1,713,399 1,738,139 1,769,520 1,712,702 1,708,482 1,721,421 1,683,246 1,674,457 1,656,773 1,643,241 1,620,526 1,601,585 1,582,749 1,567,891 1,544,983

給水人口 15,719 15,363 15,105 14,735 14,834 14,709 14,762 14,349 14,172 13,993 13,818 13,641 13,457 13,274 13,088 12,907

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

Ｈ0

Ｈ200000

Ｈ400000

Ｈ600000

Ｈ800000

Ｈ1000000

Ｈ1200000

Ｈ1400000

Ｈ1600000

Ｈ1800000

Ｈ2000000
人口（人）有収水量（㎥）

給水人口と水需要の実績及び予測

年間有収水量 給水人口
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（４）

計画
給水人口

（人）

計画給水
人口（人）

計画一日
最大給水
量（㎥/日）

12,000

18,000

18,130

16,700

16,000

（５）

３．経営の基本方針

　地震や自然災害
へ対応できる水道
施設の構築を目指
します。

  ○安全で安心な水道システムの構築
　

7,600

7,600

平成７年度 293
川南町上水道第３次
拡張事業（水源改良）

川南町上水道第４次
変更事業

平成元年度

平成１４年度

平成２４年度

○　川南町水道事業では、下記を基本理念とし、町民生活や産業経済活動を支える重要なライフラインとして将来を見据えた効率的な経営、持続する「安全・安心な
　水道水」の供給の実現に取り組みます。

    ○環境負荷の軽減
　

持続する「安全・安心な水道水」の供給

○安定した水道施設

7,200
掛迫地区簡易水道事
業（営農飲雑用水施
設）給水開始

川南町上水道第２次
拡張事業（給水区域
の変更）

　安全で安心な「水」を水源から家
庭まで届けられるようなシステムを構
築します。
　また、水質検査の実施により将来
にわたり安心な水の供給に努めま
す。

施設の見通し

○　川南町の上水道事業は、昭和４８年 ９月に計画給水人口　１２，０００人、計画一日最大給水量　２，６２７㎥/日の広域簡易水道計画を策定し、昭和５０年度に
　 創設されました。
 　　昭和５４年 ７月に水道事業経営変更認可申請を行い上水道事業となり、その後の拡張事業を経て現在の計画給水人口 １６，０００人、計画一日 最大給水量
　 ７，６００㎥/日となっています。今後は、掛迫簡易水道事業及び赤石飲料水供給施設を水道事業にＨ３２年度会計統合予定とし、実施準備中です。

○持続可能な 水道事業 　

○　環境水道課では、水道事業、営農飲雑用水事業（特別会計）、公共下水道事業（特別会計）、漁業集落排水事業（特別会計）とごみ収集や畜犬登録等の環境
　対策に係る業務を所管しています。
　
   　現在、上水道事業は、上記 ④組織 のとおり事務職３名（課長を含む）、技術３名と一般非常勤事務補助職員１名の合計７名で運営してい ますが、限られた人
   員のため、事務分掌等の見直しを適宜実施しています。
　 　しかし、最近では退職による経験者や技術者の減少により知識・経験・技術の継承などの面で課題を抱えています。
　　 関係法令に基づく適切な維持管理及び会計処理を実施できる職員の育成が不可欠であるため、職員研修の充実や業務等経験職員の配置を検討する必要が
   あります。
 
　　 今後は、民間組織への委託可能な業務の検討や災害時に機動的に対応可能とするための適正な人員配置(職員定数条例に規定されて いる公営企業職員数
　は９名)について、組織体制の考察が必要となっています。

　  また、企業職員の給与については、町長部局に準じて適正化を図っていきます。

組織の見通し

昭和４８年度
鵜戸の本、赤石、椎原
地区飲料水供給施設
事業給水開始

事　項

営農飲雑用水事業

計画一日
最大給水量（㎥/日）

昭和５４年度

供用開始年度等事　項

川南町上水道事業

川南町広域簡易水道
事業経営認可

川南町上水道第１次
拡張事業（水道事業
経営変更認可）

認可年度等

昭和６１年度 98 70

2,627

7,200

　水道事業経営の効率化、
運営基盤の強化、合理的
な投資を図ります。

　より効率的な水運用の検討
や漏水削減を図り、環境負荷
の低減に努めます。

274
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Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

5,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000

69,000 75,000 73,000 175,000 65,000 83,000 170,000 73,000 85,000 440,000

統合前 3,000 4,205 5,000 5,000 5,000 5,225 7,000 5,000 6,500

74,000 143,000 142,205 245,000 135,000 153,000 240,225 145,000 155,000 511,500

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

％ 78.2 78.4 78.3 78.4 78.6 78.8 78.9 79.0 79.1 79.3

％ 1.2 2.3 2.2 3.7 2.0 2.2 3.3 2.0 2.1 6.4

％ 52.0 53.0 54.0 55.0 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0 61.0

重 要 給 水 施 設 管 路 耐 震

○　重要指数として

　　 　 簡易水道事業と水道事業会計統合後、耐用年数を経過した管路の計画的な更新工事の実施により、令和1０年度時点で、
      有収率７９％、単年度更新率１．５％保持する目標としています。
　　　　また、基幹管路耐震適合率を年１．０%増とし、重要施設の管路耐震化を実施していきます。

施　設　名

そ の 他 建 設 改 良 費 等

（ 備 消 耗 品 費 ・ 委 託 ・ 工 事 ）

目　　　　　標

掛 迫 ・ 赤 石

（ 簡 易 水 道 事 業 ・ 工 事 ）

○　経営基盤の強化を図るため、国庫補助対象事業等の繰出基準に基づき、一般会計より出資及び補助の受 入れを検討し
　ていきます。

　　 また、施設管路の更新や耐震化を実施するためには、多額の費用が必要となりますが、将来世代の負担となる企業債につ
　いては、必要最低限の発行を検討し、最大限の効果を考慮していきます。

有 収 率

合　計

更 新 率

基 幹 管 路 耐 震 適 合 率

重要指標

○　川南町水道事業では、平成２９年度末時点で、管路延長が２５８．２２千ｍ、布設後４０年を経過した管路が全体の約６３％
   となっています。

   　持続する「安全・安心な水道水」の供給には、効率的な経営運営が必要となりますが、老朽化に伴い漏水量も増加の傾
   向にあり料金収入に結びつかない配水量が　４４２，３５１㎥/年　あります。
   　そのため、老朽管の計画的更新・重要給水施設の耐震化と継続的な漏水調査を実施し、有収率の向上に努めることが
   必要です。

○　将来にわたり水道事業を継続するためには、主たる収入財源の水道料金の確保に努め収納率の向上を図ることが必要で
　す。

   　滞納未収金の解消に努め、こまめな実態調査や水道料金督促・催告の強化を実施しします。
　 　また、長期的かつ合理的な資産管理を目指し、より詳細なアセットマネジメント（平成30年度）を行い、建設改良費の平準
　化を実施します。

②　収支計画のうち財源についての説明

目　　　　　標

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

○　重要指数として

　　　  今後は実質的な世代間の負担を公平にする観点から、後年度の大規模な施設更新に備えるため内部留保資金の確保
　　 が必要となっています。令和1０年度時点で、経常収支比率１１３％、料金回収率１０４％を保持することを目標とします。
　　　  また、企業債依存度４４２％（平成２４年度水道事業：法適団体規模別平均・総務省財政計画に係る論点資料編より）を
　　 目安としていきます。

単位：千円

○投資計画については財源に限りがあることから、長期的視野に立った計画的資産管理を実施し最適化を検討していきます。

①　収支計画のうち投資についての説明

年　度　別　建　設　改　良　費
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○参考　年度別起債予定額及び指標

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

0 0 0 100,000 0 0 95,000 0 0 375,000

14 12 10 14 12 9 14 14 14 43

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ1０

63.4 52.3 42.1 60.4 48.9 36.7 59.9 60.6 60.2 178.4

121.3 130.5 128.3 126.9 125.0 124.6 121.6 119.1 117.5 129.7

119.1 126.8 126.4 124.9 123.0 122.6 119.6 117.0 115.4 127.9

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等 の
投 資 の 平 準 化

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　限りのある財源の中で、長期的な視野に立った計画的資産管理を目指し、更新工事の平準化を実施しています。
　重要給水施設に優先順位を置き、耐震化工事を実施していきます。今後も、随時検討を実施していきます。

　簡易水道事業を水道事業に令和２年度会計統合予定とし、実施準備中です。
　電気・計装設備について更新時のプログラム変更等を実施し、適正化を図っていきます。
　また、施設・設備の合理化についても水需要等の情勢を鑑み、随時検討を実施していきます。

　宮崎県において広域化検討のための研修等を開催しています。また、中部地区水道企業協議会においても研修会
を実施しています。
　今後も、県内の動向を踏まえ、検討が必要と思われます。

そ の 他 の 取 組
　技術継承のための人材育成が課題となっています。限られた人員での経営運営となるため、民間委託も視野に入れ
た施設管理や事務の効率化を図っていきます。

広 域 化

単位：千円

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

　簡易水道事業を廃止し、水道事業へ令和２年度会計統合を予定しています。
　施設・設備の廃止・統合については水需要を鑑み、毎年度検討していきます。

　メーター検針、水質検査、休日施設点検、漏水調査等の業務を委託しています。
　PFI・DBOについては、導入事例が少なく効果検証が必要であるため今後も慎重な検討が必要と思われます。

町民一人当起債残高

企業債残高対給水収益比率

(企 業 債 依 存 度)％

起　　債　　予　　定　　額

借入予定年度

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

○　財源の積算については、上記（３）料金収入の見通しのとおり、人口減少に伴い減少する見通しとしていますが、近年大口使用者の使用水量の増加が予想さ
  れるため現状の収益規模を短期的には維持できる見込みです。

　　令和2年度より簡易水道事業と水道事業とのソフト統合を予定しており、一般会計より消火栓の修繕や更新、工事負担金、他会計負担金等の繰入金を協議検
  討しています。

    令和10年度の起債予定額は、今後の工程の見直し検討などにより計画時期の変更が予想されます。また、財源についても見直し検討が必要となる見込みです。
　　南海トラフ地震等の大災害時を想定すると、1年間の経常費用・企業債償還金を賄う現金預金の保有が必要となります。今後も、現金預金の保有確保と自己資
　本構成比率を類似団体及び全国平均以上の維持に努める必要があります。
　
　　収支計画の作成に当たって反映した財源確保の取り組みはありません。

重要指標

経 常 収 支 比 率 ％

料 金 回 収 率 ％

営業費用（委託料、修繕費、動力費、人件費など）の積算の考え方

○　委託料については、直近３か年平均を基礎とし、予定業務やシステム更新経費を追加計上。

○　修繕費については、直近３か年平均を横置き

○　動力費については、直近３か年平均を横置き

○　人件費については、直近３か年平均を横置き
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②　財源について検討状況等

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

 

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など

　川南町は、地形的に給水人口に対して管路の延長が長くなっており、経済性と公共の福祉の両立が困難な部分もあ
ります。
  そのため国庫補助対象事業等の総務省繰出基準に基づき、一般会計より出資及び補助の受入れを検討していきま
す。しかし、基準外繰入金については独立採算の観点を重視し、極力減少させる方向を検討します。

繰 入 金

企 業 債 　今後は、施設更新や耐震化について企業債の発行を予定しています。

料 金
　財務シミュレーションを実施し、今後10年間は経常利益及び期末資金残高が現状料金で確保できる予定です。
　しかしながら、耐用年数を経過した管路や施設の更新に今後も投資が必要であるため、将来的に料金の見直し検討
が必要となる見込みです。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

動 力 費

　経営戦略の計画期間は令和元年度～令和10年度までの１０年間とします。
　
　計画の実施にあたって、ＰＤＣＡサイクルを活用し、水需要の変化や社会情勢を考慮しながら進捗管理や計画の見直
し等の検証を５年毎に実施していきます。
　
　また、緊急性のある事業には、投資・財政計画の変更や効率的・計画的な事業運営の見直しを推進し、安定した経営
基盤の強化に取り組みます。

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

職 員 給 与 費

　適正な貯蔵品の管理・保管を実施してい行きます。
　現在、遊休資産の該当はありませんが、随時確認し、検討していかなければなりません。

　災害時に機動的に対応可能とするための適正な人員配置(職員定数条例に規定されている公営企業職員数は９名)
について、組織体制の考察が必要となっています。
  ま た、企業職員の給与については、町長部局に準じて適正化を図っていきます。

　民間組織への委託可能な業務の範囲や効率化の検討が必要です。

　窓口収納の利便性について随時検討し、滞納未収金の解消、収納率の向上に努めていきます。
　貯蔵品等、適正な資産の管理保管を実施しています。また、起債等将来世代に生じる負担の適正値を協議し、世代
間の公平を図っていきます。

　　　ＰＤＣＡサイクル

　動力費については、今後の値上も懸念されるため、計装機器の更新やプログラムの変更により、燃料調整費増額の
抑制に努めます。
　また、環境負荷の軽減や効率化、経費削減について随時検討予定です。

　施設点検結果より、計画的な修繕を実施していきます。
　今後は、大規模施設の修繕や緊急時の修繕について協議、検討が必要です。

委 託 料

修 繕 費
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